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包装アーカイブスコーナーの設置にあたって 
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当学会では、創立２０周年にむけて、包装アーカイブスの構築を活動の大きな柱として、包

装アーカイブス委員会を設けて取り組みをすすめています。 

包装分野では、過去にさまざまな技術開発が行われ、実際に広く利用されているにもかかわ

らず、包装の学際的性質から包装科学技術としての体系的な知識や情報の蓄積は十分に行われ

ていないのが現状です。とくに近年包装科学技術の発展に寄与された諸先輩の方々が大挙して

現役を退かれており、このままでは特筆すべき包装の歴史や新製品開発の苦労談などが永遠に

失われてしまう恐れがあり早急な対応が必要となっています。そこで当学会では、前会長の石

川雅紀先生の発案で平成 17 年度から包装アーカイブス準備活動を開始し、先人の知恵と知識を

収集、体系化したデータベースとして包装アーカイブスを構築することにしました。いうまで

もありませんが包装アーカイブスの目的は、包装に関する技術遺産の保存・発信を通じて次世

代の研究者、技術者への技術の伝承と研究技術開発力を強化することにあります。とくに戦後

の日本の包装技術は大きな変革を遂げてきましたが、世代交代にともなって貴重な経験、ノウ

ハウが埋もれてしまう状況がせまっており、これらの貴重な経験、技術を有しておられる専門

家に特にお願いして作成をすすめているところです。 

 包装アーカイブスは、「包装学会誌」に包装アーカイブスのコーナーを設けて、毎号原則とし

て２件のテーマで掲載し、掲載してから 1年経過後に当学会のホームページに包装アーカイブ

スとして公開する予定です。 

 また今後も継続して包装アーカイブスの蓄積および包装科学技術の歴史年表を作成してまい

りますので、会員に方々からの忌憚のないご意見、アドバイスをいただきたいと存じます。 

包装アーカイブスに関するご意見、アドバイスは、下記メールアドレスにお願いします。 

office@spstj.jp 
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